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今
月
の

お
知
ら
せ

In
fo

rm
a
tio

n
試
　
験

　

只
見
町
職
員
採
用
候
補
者
試
験
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
試
験
職
種
・
採
用
予
定
人
員

●
受
験
資
格（
学
歴
不
問
）

　

昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

●
試
験
の
方
法

①
第
１
次
試
験

　

教
養
試
験
及
び
一
般
性
格
診
断
検

査
、職
場
適
応
性
検
査
。

②
第
２
次
試
験

　
（
１
次
試
験
合
格
者
に
対
し
て
）

　

小
論
文
、面
接
に
よ
る
試
験
。

●
試
験
の
日
時
・
会
場

【
第
１
次
試
験
】

　

９
月
18
日（
日
）午
前
９
時
受
付

【
会　

場
】

　

福
島
県
立
田
島
高
等
学
校

　
（
南
会
津
町
田
島
字
田
部
原
２
６
０
）

●
受
験
手
続
き

①
申
込
用
紙
の
請
求

　
　

申
込
用
紙
は
役
場
総
務
課
及
び

朝
日
、明
和
振
興
セ
ン
タ
ー
で
交
付

し
ま
す
。（
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、１

２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
自
分
宛
返

信
用
封
筒
角
２
号
を
添
付
す
る
こ

と
。）

②
申
込
方
法

　
　

申
込
用
紙
は
役
場
総
務
課
に
持

参
又
は
郵
送
に
よ
り
提
出
す
る
。

（
い
ず
れ
の
場
合
も
82
円
切
手
を
貼

っ
た
自
分
宛
の
返
信
封
筒
を
添
付

す
る
こ
と
。）

●
受
付
期
間

　

平
成
28
年
７
月
１
日
か
ら
８
月
12

日
ま
で
。（
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、８

月
10
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の

に
限
る
。）

▼
問
合
わ
せ
先

　

役
場 

総
務
課 

職
員
係

　

☎
０
２
４
１（
82
）５
２
１
０

　

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

職
員
採
用
候
補
者
試
験（
高
校
卒
程

度
）を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
試
験
職
種
・
採
用
予
定
人
数

●
受
験
資
格

①
平
成
元
年
４
月
２
日
〜
平
成
11
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者（
学

歴
は
問
い
ま
せ
ん
）。

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許（
消
防
職

員
は
Ａ
Ｔ
限
定
免
許
を
除
く
）の
取

得
者
又
は
取
得
見
込
者
。

③
日
本
国
籍
を
有
す
る
者

④
地
方
公
務
員
法
第
16
条（
欠
格
条

項
）に
該
当
し
な
い
者

●
試
験
の
方
法

①
第
１
次
試
験

　

教
養
試
験
及
び
適
正
検
査

②
第
２
次
試
験（
１
次
試
験
合
格
者
）

　
ア
）個
別
面
接
及
び
作
文
試
験

　
イ
）体
力
測
定（
消
防
の
み
）

　

ウ
）身
体
検
査

●
試
験
の
日
時
、会
場

【
第
１
次
試
験
】

　

９
月
18
日（
日
）午
前
９
時
受
付

【
会　

場
】

　

福
島
県
立
田
島
高
等
学
校

　
（
南
会
津
町
田
島
字
田
部
原
２
６
０
）

●
受
験
手
続
き

　

申
込
み
用
紙
は
、南
会
津
地
方
広
域

市
町
村
圏
組
合
事
務
局
、消
防
本
部
・

本
署
、消
防
署
各
出
張
所
・
分
遣
所
で

交
付
し
ま
す
。必
要
事
項
を
記
入
の

上
、事
務
局
ま
で
提
出
し
て
下
さ
い
。

●
受
付
期
間

　

７
月
13
日
〜
８
月
12
日
ま
で（
勤
務

時
間
中
に
限
り
ま
す
）。郵
送
の
場

合
も
８
月
12
日
必
着
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

詳
し
く
は
、南
会
津
地
方
広
域
市

町
村
圏
組
合
事
務
局
ま
で

　

☎
０
２
４
１（
62
）０
０
５
４

　

南
会
津
地
方
環
境
衛
生
組
合
職
員

採
用
候
補
者
試
験（
高
校
卒
程
度
）を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
試
験
職
種
・
採
用
予
定
人
数

●
受
験
資
格

①
昭
和
56
年
４
月
２
日
〜
平
成
11
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者（
学

歴
は
問
い
ま
せ
ん
）。

③
日
本
国
籍
を
有
す
る
者

④
地
方
公
務
員
法
第
16
条（
欠
格
条

項
）に
該
当
し
な
い
者

●
試
験
の
方
法

①
第
１
次
試
験

　

教
養
試
験
及
び
適
正
試
験

②
第
２
次
試
験（
１
次
試
験
合
格
者
）

　

小
論
文
及
び
個
別
面
接

●
試
験
の
日
時
、会
場

【
第
１
次
試
験
】

　

９
月
18
日（
日
）午
前
９
時
受
付

【
会　

場
】

　

福
島
県
立
田
島
高
等
学
校

　
（
南
会
津
町
田
島
字
田
部
原
２
６
０
）

●
受
験
手
続
き

　

申
込
み
用
紙
は
、組
合
で
交
付
し
ま

す
の
で
、必
要
事
項
を
記
入
の
上
、提

出
し
て
下
さ
い
。

●
受
付
期
間

　

７
月
13
日
〜
８
月
12
日
ま
で（
勤
務

時
間
中
に
限
り
ま
す
）。郵
送
の
場

合
も
８
月
12
日
必
着
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

詳
し
く
は
、南
会
津
地
方
環
境
衛

生
組
合 

総
務
課
ま
で

　

☎
０
２
４
１（
67
）２
４
８
０

平
成
29
年
度
只
見
町
職
員

（
高
校
卒
程
度
・一
般
事
務
職
）

採
用
候
補
者
試
験

南
会
津
地
方
環
境
衛
生
組
合
採
用

候
補
者
試
験（
高
卒
程
度
）

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

職
員
採
用
候
補
者
試
験（
高
卒
程
度
）

一
般
事
務
職　
　

  

若
干
名

消 

防 

職 

員　
　

  

若
干
名

技
能
労
務
職　
　

  

若
干
名

行 

政 

職 

員　
　

  

若
干
名

7
月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

●
固
定
資
産
税（
２
期
）

●
国
民
健
康
保
険
税（
１
期
）

●
農
集
排
使
用
料（
７
月
分
）

●
介
護
保
険
料（
１
期
）



　２１世紀の幕明けは、立場の違いを越えて「共存、共栄、
共生」の社会実現にむけて、世界各国が平和を取り合う世
紀のはずだったが、現実はそう行っていない。アメリカでは世
界を牽引してきた矜持を捨てることを厭わなくなってきた。中
国は一人坦 と々膨張主義を展開している。アラブ・中東の民
主化は、今や戦争とさえ言える内乱状態により、生活の場を
失った難民が生命をかけて国境を越える。その難民を受け
る欧州連合（ＥＵ）の国 も々大変だ。イギリスはとうとうＥＵか
ら離脱することになった。経済的グローバル化の進展は、政
治的・社会的状況において内むきになりつつあるようだ。日
本はと言えば参院選の混中、やはり大事な論点をそらし内
むきな論争がなされているのではないか。
　難民受け入れの欧州の状況を思うとき、只見では１５０
年前八十里越峠を敗走する河井継之助一行を迎えるに
あたり、食糧調達に村を走り廻った食糧奉行「丹羽族」の
ことを思う。当時小さな寒村の只見の地において、食糧供
出に応えることは並大抵のことではなかった。食糧調達が
ままならない丹羽族は少しばかりの酒で部下の労をねぎら
い、一人責任をとって腹を切った。その後は食糧供出が進
むようになったと云うが、族のような人がこの地にいたこと
を誇りに思う。思わぬことに遭遇したとき、人の真価が問わ
れる。そのような時に、自分が如何なる行動をとれるか。そ
の答えは出せないが、律義と覚悟を決めた丹羽族の生き
方を心に強く刻み込みたいと思う。

〈6月分〉
「丹羽族を思う」

只見町長　目黒　吉久

町長の手帳
 １日 奥会津５町村活性化協議会監査、会津若松市議会表

敬訪問、只見高校振興対策会議役員会
 ２日 只見町農業再生協議会、東邦中学校農家民泊開村式
 ３日 南会津森林管理署長来庁、南会津地方広域市町村圏

組合議会臨時会（南会津町）、南会津地方環境衛生組
合議会臨時会（下郷町）

 ４日 ふるさと只見会懇談会
 ５日 蒲生岳開山式、ただみ豪雪林業体験・観察の森整備事

業交流会
 ６日 議案検討庁議
 ７日 只見川ライン観光協会総会、奥会津５町村活性化協議

会総会、只見川電源流域振興協議会総会（昭和村）
 ８日 南会津地方植樹祭（南会津町）、一般質問検討庁議、

消防操法南会津大会選手激励
 10日 福島県森林・林業・緑化協会役員会・通常総会（福島

市）、只見高校振興対策会議総会
 11日 只見線縁結びイベント、
  小熊慎司衆議院議員国政報告会
 12日 会津朝日岳開山式
 13日 只見町議会6月会議（～17日）、地域おこし協力隊辞令

交付、東北財務局・林野庁来庁
 17日 地域おこし協力隊勉強会・歓迎会
 18日 第3回只見線復興推進会議検討会（会津若松市）
 19日 只見雪むろまつり
 20日 只見町交通安全対策協議会総会
 22日 南会津郡町村長視察研修（～24日）
 26日 浅草岳開山式、JR東労組東京地方本部定期大会
  （郡山市）
 27日 虫歯のない子表彰報告、ユネスコエコパーク推進協議

会、只見町職員互助会理事会、
 29日 只見振興センター新築工事安全祈願祭、只見町議会全

員協議会
 30日 野岩鉄道社長来庁、ブナセンター運営委員会、ふるさと

只見人材育成講座開講式、林明輝氏来庁

にわやから

　
ふ
る
さ
と
交
流
都
市
「
千
葉
県
柏
市
」
在

住
で
、
只
見
町
ふ
る
さ
と
応
援
団
の
写
真
家

「
猪
又
か
じ
子
」さ
ん
の
写
真
展
が
、
６
月
21

日
か
ら
只
見
考
古
館
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
写
真
展「
只
見
憧
憬
」は
、初
め
て
来

た
の
に
懐
か
し
い
感
覚
に
す
る
只
見
の
風
景

を
、
四
季
折
々
の
写
真
を
通
し
て
そ
の
魅
力

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
猪
又
さ
ん
は
、
只
見
町
へ
通
い
始
め
て
18

年
が
経
ち
ま
す
。初
め
て
来
た
と
き
に
ど
こ

か
懐
か
し
い
「
日
本
の
ふ
る
さ
と
」
に
感
じ
、

そ
し
て
自
然
の
匂
い
が
好
き
と
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
日
本
の
ふ
る
さ
と
只

見
町
の「
今
」を
、写
真
に
残
し
て
い
き
ま
す
。

写
真
展
は
期
間
限
定
の
開
催
と
な
り
ま
す

の
で
、
是
非
多
く
の
方
に
ご
覧
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

只
見
憧
憬

「
猪
又
か
じ
子
」写
真
展
開
催

－猪又かじ子写真展「只見憧憬」－
　期間／６月２１日～７月２３日
　時間／９時～１６時
　場所／会津只見考古館ロビー
　　※写真展のみの入館は無料です。



あ
と
が
き

あ
と
が
き

人のうごき

町民
憲章

1、 ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう

1、 互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう

1、 産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう

1、 教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう

1、 きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

★朝日振興センターではリクエストを随時受付しています。読んでみ
たい本があればぜひ、リクエストしてください。

★朝日振興センターでは、今年の夏休みの課題図書を入荷予定です。

人　口　４，４１３（±　 0 ）
　男　　２，１６０（－　 1 ）
　女　　２，２５３（＋　 1 ）
世帯数　１，８１４（＋　 5 ）
高齢化率　　　　４４．８２％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

転入　9　転出　５　出生　1　死亡　5

（5月26日～6月25日届出分）敬称略

平成28年6月1日現在

▽
６
月
は
、「
六
角
精
児
バ
ン
ド
只
見
線
縁

結
び
ラ
イ
ブ
」
や
、
只
見
線
山
菜
満
喫
号

の
特
別
列
車
と
同
日
開
催
「
雪
む
ろ
ま
つ

り
」
な
ど
、
只
見
線
を
活
性
化
す
る
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
、
只
見
線
を
利
用
し
て
多

く
の
方
が
只
見
町
へ
お
越
し
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
只
見
線
に
つ
い
て
先
日
の
新
聞
で

は
、
豪
雨
で
被
災
し
た
只
見
線
「
只
見
駅

〜
会
津
川
口
」
の
不
通
区
間
に
つ
い
て
、Ｊ

Ｒ
東
日
本
か
ら
「
上
下
分
離
方
式
」
に
よ

る
復
旧
案
が
示
さ
れ
た
と
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
内
容
は
赤
字
路
線
だ
か
ら

こ
そ
の
内
容
で
し
た
が
、
私
達
に
で
き
る
こ

と
は
前
記
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
只

見
線
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

（
三
瓶
）

朝日振興センター
図書室☎84-2111

朝日振興センター
山田千春

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

■おくやみ申し上げます
五十嵐ナツミ 82歳 福　井
稲　田　順子 53歳 長　浜
山　中　　仁 84歳 小　川
渡　部ウラコ 85歳 小　川

■お誕生おめでとうございます

赤　塚　壮　志（男 ／友紀・ 薫 ）只　見
そう　　  じ

会津坂下町　蓮沼　寿和♡渡部　瑠華　福井

■ご結婚おめでとうございます

　言葉で伝えきれないなら、音で表
せるようになればいい。ピアノの調律
に魅せられた一人の青年。彼が調律
師として、人として成長する姿を温か
く静謐な筆致で綴った、祝福に満ち
た長編小説。２０１６本屋大賞受賞
作品です。

★羊と鋼の森

★ママがおばけになっちゃった！

宮下奈都/著

　オーガストはふつうの男の子。ただ
し、「顔以外」は。生まれつき顔に障害
があるオーガストは、１０歳ではじめ
て学校に通うことになった。生徒達
はオーガストを見て、悲鳴をあげ、じ
ろじろながめる。けれど、いつしか心
を通わせていく感動のベストセラー
です。

２０１６小学校高学年の課題図書にもなっています。

★ワンダーＷonder
Ｒ・Ｊ・パラシオ/著　中井はるの/翻訳

　ママは、くるまにぶつかって、
おばけになりました。おっちょこ
ちょいのママだけど、むすこのか
んたろうが、なによりも大切。いい
ところも、ダメなところも、かぞえ
きれないくらいの「すき」でいっ
ぱい。クスリと笑って、ホロッと涙
して…対話を通じて、親から子

へ、子から親へ、心を伝える絵本です。

のぶみ/著


